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第1分科会「生活者としての外国人」のための日本語教材あれこれ



１．教材開発のきっかけ

教室で学んだ日本語が実際の生活場面で

使えるようになるまで時間がかかる

ライフステージの変化などで

継続的な学習が難しい

文型積み上げ式の教材だけでは、対応できない

日常生活に密着した実用的な語彙・表現を学び、

それを使って実際に行動することを目指す言語行動達成型の教材を！



２．教材の開発

文化庁の「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的な

カリキュラム案を参考に、 2013年度からテキスト作成を進める

2014年7月、試行版を用いた「すぐに役立つ日本語講座」を開講

2015年３月、『できる？できた!!くらしのにほんご』英語版・中国語版

を発行し、県内の各日本語教室を中心に配布

同時に、兵庫県国際交流協会HPから課ごとにダウンロードして利用

できるようにデータを公開



３．教材の概要～学んで、知って、行動する！～

学ぶ 知る

行動する

日常生活を送る上で使用頻度が高い
日本語、緊急時に必要となる日本語

を優先的に学ぶ

学んだ日本語と生活場面が結びつく

社会習慣や生活上のルール等、

必要な情報をあわせて提供する

日本語能力だけでなく、実際の生活
場面で適切に対処する能力を伸ばす

教室外で実践する

自分のしたいことができる



４．教科書の構成

第1課 人と知り合いになる

第2課 買い物する

第3課 電車やバスで出かける

第4課 郵便局や銀行を利用する

第5課 日本語でパソコンに入力する

第6課 病気になったら・・・

第7課 安全にくらす

第8課 役所へ行く

第9課 ごみを出す

第10課 日本を楽しむ

「日本語の基本文型」／「生活でよく使うことば／「 わたしの日本語チェックシート」



４－１．「日本語の基本文型」



４－２．「生活でよく使うことば」



４－３．「わたしの日本語チェックシート」

その日の学習を振り返り、記入

（コメントは母語でもOK)



５．各課の構成

目標

確認

活動

目標達成 わたしの日本語チェックシート

ことば・ひょうげん

チャート

ステップ１

ステップ２

ステップ３

これだけ漢字

生活便利手帳

ウォーミングアップ



５－１．目標

各課の言語行動目標を
確認



写真やイラスト

語彙・表現の対訳付リスト

基本的な語彙や表現、背景知識の確認

５－２．確認



チャートを見て、できないと思ったら各ステップへ

話す／聞く

読む／書く

５－３．活動



見てわかる必要のある漢字

情報とその得方



５－４．目標達成
「わたしの日本語チェックシート」

その日、何を学習したかがわかる

自分ができること、できないことに気付く

学習者が自身をモニタリングすることで、自律学習につながる

学習記録として継続的な学習を支える

学習者と1対1で直接やりとりできる機会

その日の成果が見え、課題に気づくことで、

支援方法のステップアップがはかれる

情報の共有学習者 支援者



６．実践例～「すぐに役立つ日本語講座」～

日本語を勉強しているけれど、実際の生活場面ではなかなか使えないということはありませんか。

日本の生活ですぐに役立つ日本語を集中的に学ぶための日本語講座を開講しました。

☆ 2014年度、2015年度 夏季集中講座として開講

☆ 二つのレベル・・・生活１ 初級前半から ／ 生活2 初級後半から

ひらがな、カタカナがわかる人対象

☆ 1クラス20人程度

☆ 3時間×20回＝60時間



行動を伴う会話練習

６－１．教室活動例 （生活1）

第3課 「電車やバスで出かける」

〈どうやって切符を買うか聞く〉



６－２．発展的な活動例 （生活1）

会話練習

メモ作成

第2課 「買い物する」 〈食べることができないものが入っていないかどうか聞く〉



食品のアレルギー表示を見る

自分が普段食べている食品のパッケージを持ち寄って

どちらが 入っていますか？

情報読み取り

c

c



６－３．複合的な活動例（生活２）

第10課「日本を楽しむ」 １）図書館利用カード
を申請する

２）情報を集める

３）旅行計画を発表する



７. 講座で使用して

学習者 支援者

各課の目標が理解できた

地域で暮らすためには、方言にも
触れる機会がほしい

生活情報の中には支援者も経験がなくわか
らないことも多いが、課題を一緒に解決する

ことが重要だと気付いた

駅の表示などは見てわかるだけでなく
音との結びつきも重視すべきでは？電話の応答や、アルバイトの

面接についても学びたい

いつも家族に任せていたことが
自分でもできるとわかった

文法や聴解も勉強したい

教室活動が生活の中で新しい一歩の
「きっかけ」になれば！自信を持って話せるようになり、必要

なときはたずねられるようになった

病気や緊急事態でもパニックにならず
何をしたらいいかわかって安心した



８. 今後の課題

より多くの支援の場で役立つように

学習者一人ひとりの生活に合わせた活動

一つの支援方法として提案

多言語化

英語、中国語に加え、スペイン語、
ベトナム語、ポルトガル語の対訳

活動集の作成

身につけておくべき生活情報の確認
や、実生活で使える活用シートを学
習者自身が作るタスクを中心に

研修会の開催



ご清聴ありがとうございました

教科書ダウンロードはこちら ⇒ http://www.hyogo-ip.or.jp/jptext/


